
十勝の食の高付加価値化委託業務 仕様書 

 

１．委託業務名 

  十勝の食の高付加価値化委託業務 

 

２．業務の背景・目的 

  十勝の食の高付加価値化を目指した販路拡大については、市場におけるターゲットの

見極めが重要であり、地域事業者との取組みに加え、地域の産業支援機関との連携によ

る総合的なコーディネート支援が必要である。 

十勝産食材による日本トップクラスの食ブランドづくりを進めるためには、トップク

ラスの市場と十勝産食材のマッチングを行う短期的な取組みと、継続した取組みにより

十勝産食材の価値が浸透する長期的な視野をもった活動の両面を見据え、地域が一丸と

なって取組みを進めていくことが必要である。 

また、地域の生産者・事業者の流通に対する見極めを育むためには、食材を扱う調理

人と接する機会を提供することで、生産者・事業者が調理人の食材に対する意見を踏ま

え、マーケットニーズを自らの生産事業に落とし込んでいくことが有効であり、一流の

調理人とのネットワークの構築が重要である。 

  本事業については、商品開発や販路拡大等の地域産業の支援を行う公益財団法人とか

ち財団（以下とかち財団）と北海道中小企業家同友会とかち支部（以下同友会）と国内

のトップクラスの市場需要に精通した専門家との連携により、十勝の食を日本トップク

ラスのブランドに押し上げることを目標とした販路拡大事業を実施する。 

 

３．業務委託期間 

  契約日より平成３０年３月９日まで 

 

４．事業対象者 

  十勝管内の生産者、食関連事業者等 

 

５．業務内容 

  本事業における業務内容は下記のとおりとする。 

  （１）富裕層向けホテルにおける十勝産フェアに関する業務 

    ①ホテルでの十勝産食材を用いたフェアの計画案の提案 

    ②開催ホテル及びトップシェフの選定 

    ③開催ホテル及びトップシェフとの連絡・事前調整 

    ④トップシェフの十勝視察の実施 

    ⑤実施結果の取りまとめ・報告 



    ⑥事業の円滑な実施のための当協議会との連絡調整 

    ⑦その他 

     ※１ 開催ホテルは、首都圏の国内外の富裕層向け宿泊ホテルを基準とし、フェ

アの開催期間については、約１カ月とする。 

     ※２ 当フェアの開催に際し、食材及び地域事業者の提案については、当協議会

の構成団体であるとかち財団及び同友会の協力により行うものとする。 

 

（２）首都圏のトップシェフを招いた十勝産食材による試食会の開催に関する業務 

  ①試食会の計画案の提案 

   ②日本料理界を牽引するトップシェフの招聘 

   ③開催会場の選定 

   ④開催会場との連絡・事前調整 

⑤実施結果の取りまとめ・報告 

    ⑥事業の円滑な実施のための当協議会との連絡調整 

    ⑦その他 

    ※１ 開催の規模は２０名以上とし、開催場所については（１）事業の開催会場 

を基本として検討する。 

    ※２ 当フェアの開催に際し、食材及び地域事業者の提案については、当協議会 

の構成団体であるとかち財団及び同友会の協力により行うものとする。 

      

  （３）生産者とトップシェフとのマッチングの実施に関する業務 

    ①マッチングリストの作成 

    ②マッチング事業の計画案の提案 

    ③マッチング事業における生産者の随行 

    ④トップシェフとの連絡・事前調整 

    ⑤トップシェフへの事後フォロー 

⑥実施結果の取りまとめ・報告 

    ⑦事業の円滑な実施のための当協議会との連絡調整 

    ⑧その他 

     ※１ マッチングの実施回数については、３回以上とする。 

     ※２ 当フェアの開催に際し、食材及び地域事業者の提案については、当協議

会の構成団体であるとかち財団及び同友会の協力により行うものとする。 

 

  （４）報告書の作成（（１）～（３）の取り組みを踏まえた以下の内容） 

    ①成果報告 

    ②課題分析、提案 



 

６．成果品の納期 

  「３．業務期間」の納期までとする。 

 

７．成果品等 

  （１）成果報告書１部 

  （２）上記の電子ファイルが格納されている電子媒体一式 

 

８．その他 

  （１）受託者は、業務の進行状況等を定期的に報告するほか、当協議会担当者の求め 

に応じて報告を行うものとする。 

  （２）業務の目的を達成するために、当協議会担当者は、業務状況・進行状況に関し

て必要な指示を行えるものとし、受託者はこの指示に従うものとする。 

  （３）受託者は、業務により知り得た情報について、外部に漏らしてはいけない。 

  （４）本事業の成果については、当協議会において、対外的に公表することを前提と

する。 

  （５）本仕様書に定めのない事項及び疑義がある場合は、双方協議の上定めるものと

する。 

  （６）本仕様書に定めのない事項であっても、発注者が必要と認め指示する簡易な事

項については、業務委託料の範囲内で実施するものとする。 

 

９．業務完了報告書の提出先 

   北海道帯広市西５条南７丁目１ 帯広市役所産業連携室内 

   フードバレーとかち推進協議会事務局 担当 大村 

 


